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「謎の固定観念」から、“意識化”へ
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　年に一度、地元大学の教職課程講義「教育制度
論」にゲストスピーカーとして招かれている。依頼
は 「開かれた学校づくりや教職員の協働による学校
経営の一環として、学校司書の仕事・実践を通じて、
学校図書館の意義や学校が多様な教職員の活動に
よって成り立っていることを学生たちに伝えてほし
い」という意図である。学生は大半が２年生で、人
数は例年１２０人ほど。全国から集まって来ている。
講義を約５０分、その後質疑を２０分程度、学生の
感想文執筆が１０分という流れ。
　昨年度は「「学校図書館」という可能性」と題して、

「学校図書館法」の概要を知らせ、次に学生の「学
校図書館」経験を訊ね、そして「学習指導要領第１
章総則」における学校図書館の記述を取り上げる。
それから高校図書館在職時の実践を紹介していく。
　後日届けられた感想文は読み応えがあった。 「今
まで、謎の固定観念を持ってた」、「自習しかしてい
なかった」、「このような活動が自分の高校でもあっ
たらよかった」等、「学校図書館法というものがあっ
たとは知らなかった」が散見する。
　希望制で所属する図書局員の活動への記述が多
い。なかでも 「ライブ・イン・ライブラリー」 （図書
館で生徒が自分の興味や関心事を話す）へ反響があ

る。 「お互いに影響を与え合い、普段は接すること
のない人との交流も生まれたり、幅広い知識を得ら
れたりと多くの収穫がある」 「発表者は自分の話が
受け入れられることの喜びを感じることができる」 

「先人の作り上げてきたものを書籍から学ぶことに
限らず、学生同士やそこにいる人たちのもっている
ものを共有する場でもあると思った」。
　「図書館から教育に働きかけることができるとい
うのが驚きだった」 「簡単なことではないが、その
ように生徒と一緒に考え、引き出すという考え方
は、教育の非常に重要な考え方だと感じた」 「生徒
を 「支える」 という視点からの教育を自分では考え
たことがなかった」 「 「生徒に押し付けない」 という
視点は図書館だけでなく学校活動全体において大切
なもの」 「図書館の活動で生徒にとって 「やってみ
たい」ことを叶えることにより、生徒の各教科に対
する動機の維持・向上にもつながる」等、教職課程
の学生ならではの意見がある。
　「本を通した教育の場になることを知った」「生徒
の主体性を育むような自由の在り方を自分で考えて
みたい」「図書館の活動と静かさの両立はどのよう
に実現していたのか気になった」には、思わず直接
話したい気持ちになる。
　「教師を志すようになった後もその存在を特に
意識することがなかった学校の図書室について詳
しく聞くことができて、新鮮で面白かった」 「普
通に行ってみたいです」 「僕の理想の図書館は音
楽がかかっている図書館です」。それぞれの心が
動いている。（なりた やすこ：大学非常勤講師・
札幌南高校元学校司書）

成田 康子
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事もしないといけないんだ」「出版社のカラーの違
いや作家の作品に対しての評価など、ここまでの
知識が必要なのだ」と、まさに司書としての心構え、
基本を教えてもらった気がします。駆け出しの私
は、図書館サービスや司書の専門性という点では
遠く及ばず、当時の生徒に申し訳なかったと思い
ます。
　1996 年から 2011 年までの 16 年間、「学
校司書」の採用試験が途絶えている間、図書館
には臨時職員の司書が配置されましたが、司書は
行政職のため、事務室の仕事も兼務する状況が広
がっていきました。ようやく 2012 年に採用試
験が再開されましたが、「司書」として県立図書
館と県立学校の共通募集となりました。職務内容
も「図書館事務以外のその他の事務に従事する」
となり、正規司書であっても図書館専任で働けな
い人が出てきました。職名も変更となり「学校司
書」から「司書」「主任司書」「主幹司書」と県立
図書館と統一されました。現在は採用されると、
県立図書館に配属され３年間ほど経験を積んだ
後、学校に配属されるのが一般的になっています。
司書が働く状況は 30 年間で私の採用時からは予
想もしなかった変化が起きました。

もっと学びたい！
　最新の図書館学を学んだ若手の司書や豊富な知
識を持った県立図書館の方との交流人事異動が行
われるようになり、私は自分の知識不足、視野の
狭さを実感することが多くなりました。それに加
えてコロナ禍で一気に進んだ学校のデジタル化。
生徒たちの学びは、電子黒板とタブレットの導入
で大きく変わりました。図書館での授業も先生の

「はい、タブレットを開いてください。」の第一声
で始まることも普通の光景となりました。
　私がこの３月まで勤務していた学校は、大分市
の中心部にあり、普通科と理数科合わせて生徒数
約 950 名、文部科学省スーパーサイエンスハイ

　さかのぼること半年前の 11 月初旬、私たち大
分県の司書は県外先進校視察のために関東を訪れ
ました。コロナ禍もあり、久しぶりに訪れた東京。
驚いたのは、駅や街中がすでにクリスマスムード
一色に包まれていたことです。「えっ？もうクリス
マスなの！？」と戸惑いを感じつつ、人の多さ、
おびただしい情報量に目を奪われながら早足で視
察先の学校へと向かいました。思えば、この時か
ら「ギャップ」が始まっていたのです。

司書の「昔」→「今」
　大分県には県立学校が 55 校あり、司書は全日
制の高校と一部の支援学校に配置されています。
しかし採用形態やキャリアは様々です。正規司書
は「学校司書採用試験で採用された司書」、「県立
図書館採用で人事異動により学校に勤務する司書」

「県立図書館と県立学校共通の採用試験で採用に
なった司書」がいます。そして司書全体の半数以
上を占める「臨時職員」も、学校勤務が初めての
方から 10 年以上継続の方まで様々です。
　1988 年、私は「学校司書」として採用されま
した。新採用で勤務した学校は、国東半島の北端
に位置する、のどかな雰囲気の学校でした。生徒
数の減少で数年前に閉校となりましたが、その学
校で司書としてスタートを切れたことが、今振り
返って私にとってはよかったと感じています。
　司書は学校で一人のため、直接仕事を教えてく
れる人はいません。新採用の私は、右も左もわか
らず前任者の後をたどりながら、何とか日々を過
ごしていた気がします。そんな私を助けてくれた
のが、同じ地区の司書の先輩方でした。当時はま
だ週休二日制ではなかったので、月に一度、土曜
日の午後に新採の私のために勉強会を開いてくれ
ました。毎回違う学校に集まり、図書館を見せて
もらえたことも勉強になりました。校種によって
選書やレイアウトが異なることもこの時に学びま
した。先輩司書の会話から、「司書って、こんな仕

吉良 靖代

熱い思いを地方から
～図書館をとりまく状況の変化と地方司書の奮闘～
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司書たちの熱い思いと行動力にとても刺激をも
らいました。
　図書館の予算が少なく、本が思い通りに買えな
くても「生徒に本を届ける方法」を模索すること
が大事だとあらためて気づきました。幸い、大分
県は県立図書館の学校支援が充実していて、長期
貸出が可能な「団体貸出」や授業などで必要な本
を予約すると週一回宅急便で届く「協力貸出」制
度もあり、授業活用等において十分な資料提供が
可能となりました。県立図書館との人事交流に
よって、県立図書館が身近となり学校図書館を支
えてくれる頼もしい存在となっています。
　帰県後たまたま「地方って、あんまりクリスマ
ス盛り上がらないよね」と、関東から移住した方
の言葉を耳にし「やっぱり、地域差があるのだ」
と納得しました。大分県は、学校司書採用者の高
齢化が進み、次の世代への継承が課題です。視察
を通して「学校図書館に司書がいる意味」「学校
図書館の可能性」を伝えていかなければならな
い。私がこれまで先輩司書の方たちの図書館を見
て感じたこと、教えてもらったことを継承し、大
分の学校図書館を後退させることなく、バトンを
引き継いで前に進めなければいけないと痛感して
います。
　都市と地方の隔たりはありますが、地方の司書
は熱量で図書館を盛り上げていきたいと思います。

朗報届く！　　
　令和６年４月１日付けで県の規則が改正され、
県立学校に勤務する全ての司書（臨時も含めて）
が「図書館専任」で働ける通達が出ました。こ
れまで粘り強く行ってきた各方面への要請と各
学校での司書の実践、そして行政の理解で長年
の懸案事項が解消され、県内の高校司書全員が
同じ条件で働けることになりました。異動の内
示を受け、残務整理をしている時に届いた朗報
は涙がでるほど嬉しかったです。
　今後さらに専門職としてスキルアップを図り、
大分県の高校図書館充実のために頑張っていき
たいと思います。

（きら やすよ：大分県立大分上野丘高校　主幹司書）

スクール（SSH）指定４期目の進学を主体とした
高校です。図書館を活用した授業や探究活動で図
書館利用は活発ですが、コロナ禍以前とは明らか
に変化を感じます。
　「学校図書館ガイドライン」の策定で、学校司書
に求められる専門性も変化しています。司書に力
量がなければ、大分県の学校図書館は取り残され
てしまう。「専門職として研修が必要だ」と思うよ
うになりました。
　令和 5 年度に県教育委員会、県立図書館、大分
県学校図書館協議会、司書代表で司書の研修体系
を話し合う「司書研修企画検討会議」が始まりま
した。そして実現したのが冒頭の「学校図書館先
進県視察」です。正規司書と臨時司書 10 名で埼
玉県の図書館先進校２校を視察しました。臨時司
書が参加できたのは異例ですが、「県立高校の生徒
は、どの学校でも平等に図書館サービスを受けら
れるべきだ」という大前提と臨時司書さんの日頃
の頑張りのおかげだと思います。

地方と都市部の隔たりに愕然
　視察した学校では、司書の力量の高さに圧倒さ
れ、図書館の役割や存在意義、意識など大いに刺
激を受けました。２校の視察を通して、地方と都
市部の教育格差も実感しました。予算、図書館管
理システム、環境、すべてにおいて大きなギャップ、
隔たりを感じました。私は日頃生徒に「世界中の
情報がどこからでも集められる時代。情報活用能
力が大切」と伝えていますが、「地域間格差」、「情
報格差」が存在することを痛感しました。どれだ
けインターネットを駆使しても「調べる前の段階」
で経験値、知識、情報量にすでに差が生じている
ことを肌で感じました。
　しかし、たとえ地方と都市部の学校の環境的
な差は埋められなくても、司書が専門性やスキ
ルを持って授業や探究学習を図書館としてサ
ポートすることはできると思います。司書一人
ひとりが学び続けることでその差は埋められる
はずです。埼玉県は、高校司書が薦めたい本を
ピックアップし、ランキング形式で発表する「イ
チオシ本」の企画を 10 年以上も続けています。
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「どう生きていくか」に焦点を当てた一冊
　心理学、人類学、言語学、精神医学、科学、物
理学……あらゆる学問の第一人者たち 18 名が、
高校生に向けて自身の学問分野の入り口をガイド
し、自らの経験を通して人生を考える授業。神奈
川県にある桐光学園中学校・高等学校で実施され
ているこの訪問授業をまとめて一冊にしているの
が、「高校生と考える」シリーズです。
　今年刊行した最新刊は、「世界から自分を考える」

「文化を読み解く」「角度をつけて社会を見る」「言
葉と生きる」「過去を通して人間を知る」「他者と
つながる」の全６章で構成しています。「自分とは
何か」を起点に、「他者に寄り添うには
どうすればいいか」を結びに据えてい
て、シリーズのなかでも全編通して自分
を見つめ、「どう生きていくか」という
問いに焦点を当てた一冊になりました。

「高校生と考える」シリーズができるまで
　本シリーズの制作は１年がかりで行
います。まず、新年度が始まる４月に、
１年間を通して授業を行う講師陣のリス
トがでてきます。講師陣のラインナップは、この
企画の発起人であり、超がつくほどの読書家であ
る桐光学園理事長・中野先生が決めています。多
岐にわたる著書を読み込んで、多感な生徒たちの
刺激になる授業をしてくれそうな選りすぐりの先
生方に声をかけているのです。
　授業のテーマはこちらから指定することなく、基
本的に講師の皆さんにお任せしているので、それぞ
れの個性が滲み出ます。先生によっては、自分自身
の学生時代の苦労話を語る方もいれば、専門分野の
面白さを噛み砕いて伝える方、生徒に問いかけをた
くさん行って考えさせる授業をする方など、さまざ
まです。質疑応答も含めておよそ 1 時間半から 2
時間にも及ぶひとつの授業を原稿にまとめていき、
1 年分を一冊にしたのがこの本になります。

コロナ禍、戦争、自分らしさ
　毎年刊行していると、同じシリーズであるにも
かかわらず、授業内容にその時代の空気感が反映
されるのか、全体的なテーマにも社会の変化を感
じられるところが興味深いです。例えば、コロナ
禍が訪れ、ウクライナとロシアの戦争が勃発した
2022 年には、社会的な内容の多い一冊になりま
したが、今回の『高校生と考える人生の進路相談』
では、文化や哲学など、もう少し自分自身の内面
を見つめた内容が充実していました。
　例えば、本書に収録している人類学者の磯野真
穂先生の授業では、多くの高校生が頭を悩ませる

〈自分らしさ〉の正体についてお話しく
ださいました。SMAP の「世界に一つ
だけの花」にある有名な歌詞の一節を引
用し、「自分らしくあることって素晴ら
しいよね」という考え方が社会で当たり
前だと思われていることへの違和感を訴
え、次のように説明しています。

自分らしさに内容はありません。いわば、
何も入っていないバケツみたいなもので

す。内容がないがゆえに、生まれてから死ぬま
での、人間のあらゆる悩みの解決策として「自
分らしさ」を提示することができるのです。そ
れなのに、何かがわかったような気になってし
まう。ここに、自分らしさの罠があります。
実は「自分らしさ」とは、その響きとは裏腹に、
ある種の合意の形式そのものを指しているので
はないだろうか。
つまり、自分らしく生きていると認められるた
めには、そのひとの振る舞いが社会に共有され
るなんらかの理想を実現していて、そのひとも
周囲も心地よい状態であることが必要だという
ことです。
自分の意見を貫かなければ「自分らしく」ない。
しかし「あなたらしい」と称賛されるためには

高校生と著名講師陣が「人生」を考える

塙　花梨

『高校生と考える 人生の進路

相談』定価：1,980 円（税込）

／左右社／ 2024 年 3月

https://sayusha.com/books/-/isbn9784865284102
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他人の承認が必要。これは大きな矛盾です。

体験してきたからこその“生”の言葉たち
　また、自身の経験を交えて専門の分野について
伝える授業も多く収録されています。例えば、臨
床心理学者の東畑開人先生は、自身の仕事を「心
を見る仕事」だと言い、心理士として、次のよう
なエピソードを伝えています。

みなさんの心のなかにも、自分ではうまく整理
できないごちゃごちゃした気持ちがあるでしょ
う。ぼくらはそこにピッと補助線を引く。する
と、心のなかでは「学校に行きたい気持ち」と「行
きたくない気持ち」のふたつがせめぎ合ってい
るんだと見えてくる。
心理学って、基本的にはこうした補助線の引き
方を学んでいるんですよ。たとえば、意識と無
意識の理論を学ぶことで、みなさんの心が意識
の部分と無意識の部分にわかれていることが見
えるようになる。曖昧な図形をちょっと見やす
くするためにいろんな補助線があって、ぼくら
は心理学を学ぶことで補助線の引き方を武器と
して蓄えているのです。

子どもだけでなく、大人にとっても人生の道標に
　私が初めてこのシリーズの担当になり、授業内

容に目を通したときのこと。最初に湧き上がった
感想は「ああ、これを高校生のときに聞いていれ
ばなあ」というものでした。高校生という小さな
世界の中では、ふつうは到底聞くことのできない
であろう先生方の学問や経験がわかりやすく語ら
れているのです。きっとこの授業に影響を受けて、
進路を変えた人もいるはずです。桐光学園の生徒
のみなさんや、この本の読者である高校生の方が
心底羨ましいと思いました。
　同時に、「大人になった今でも、こんなに面白い
なんて！」という驚きも湧き上がってきます。人
生を迷うのは大人であっても同様で、むしろある
程度人生を進んできたからこそ、先生方の言葉が
大いに響くのかもしれません。
　また、学者というのは、基本的に論文や学会発
表などで研究成果を伝えているので、私たちのよ
うな一般の人たちにわかる言葉で噛み砕いて語っ
てくれる場は、そう多くありません。だからこそ、
高校生に向けて熱量を込めて話してくれているこ
とが大変貴重且つ心を動かされるものになってい
るのだと思います。
　先の見えない予測不能な時代に突入している
今こそ、これからの未来を生きる高校生たちに
とって、この本が少しでもヒントになったら嬉
しいです。

（はなわ かりん：左右社）

渋沢栄一を知る事典

不朽の大作 「源氏物語」 のストーリー展開、 人

物関係、 時代背景、 作者像、 文学作品として

の影響や関係資料などまるごと理解出来る事典。

探求学習 ・ レポート作成にも役立つ１冊。

源氏物語を知る事典
西沢正史　編

定価 3,300 円

ISBN 978-4-490-10938-2

渋沢栄一記念財団　編

ISBN 978-4-490-10824-8

新装版

（本体 3,000 円 ＋ 税）

多くの企業 ・ 団体の設立 ・ 経営に関わり日本資

本主義の父といわれる渋沢栄一。 社会事業や民

間外交にも尽くした人物像と業績をコンパクトにま

とめた実業家 渋沢栄一を知る最適な入門書。

定価 3,080 円
（本体 2,800 円 ＋ 税）

装丁に
漫画家 山田南平さんの

装画を採用

2024 年
新一万円札の

肖像画に

〒101-0051  東京都千代田区神田神保町 1-17
TEL 03-3233-3741    FAX 03-3233-3746東京堂出版株式会社

公益財団法人
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https://www.yamakawa.co.jp/product/59116
https://www.minervashobo.co.jp/book/b636155.html

